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は
じ
め
に

火
野
葦
平
は
、
一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
に
日
本
の
文

化
問
題
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
終
了
後
、
会
議
に
参
加
し
た
日
本
代
表
団
の
一
部
の
二
十
八
名
は
、
一
九
四
九

年
十
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
、
す
な
わ
ち
新
中
国
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
火
野
も
二
十
八
名
の
一
人
と
し
て
新
中
国

の
視
察
に
参
加
し
た
。

火
野
ら
は
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、
バ
ン
コ
ク
経
由
で
香
港
に
入
り
一
九
五
五
年
四
月
二
十
日
に
汽
車
で
深
圳
か
ら
新
中
国
に
入

国
し
、
二
十
一
日
よ
り
広
東
か
ら
新
中
国
を
視
察
し
て
い
く
。
火
野
の
新
中
国
訪
問
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
五
五
年

火
野
葦
平
『
ア

ジ
ア
諸
国
会
議
』
参
加
後
―
イ
ン
ド
か
ら
香
港
、
広
東
へ
―
」（
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
二
〇
一
五
年
九
月
）、「
火
野
葦
平
の
新
中
国

視
察
記
―
広
東
か
ら
、
漢
口
へ
」（
関
西
大
学
『
東
西
学
術
研
究
所
』
二
〇
一
六
年
、
第
四
十
九
号
）
で
、
四
月
二
十
四
日
ま
で
の
視
察

の
様
相
を
記
し
た
。
火
野
は
、
一
九
五
五
年
の
漢
口
の
鉄
橋
工
事
を
見
て
、「
旅
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
⑤
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

現
在
、
中
国
政
府
は
揚
子
江
そ
の
も
の
と
た
た
か
い
つ
つ
あ
る
。
鉄
橋
架
設
が
計
画
さ
れ
、
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
来
年
は
完
成

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
昔
は
こ
の
長
江
に
橋
を
か
け
る
な
ど
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ
み
た
よ
う
な
こ
と
を

い
う
な
と
嘲
笑
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
今
そ
の
オ
ト
ギ
バ
ナ
シ
は
現
実
と
な
っ
て
来
年
は
橋
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

中
国
人
が
何
か
の
自
信
を
持
ち
は
じ
め
て
い
る
。
中
国
人
の
お
得
意
で
あ
っ
た
『
没
法
士
』（
メ
ー
フ
ァ
ー
ズ
）
仕
方
な
い
と
い

う
あ
き
ら
め
は
、
い
ま
『
有
法
士
』（
ユ
ー
フ
ァ
ー
ズ
）
方
法
が
あ
る
、
な
ん
で
も
や
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
、
と
い
う
前
進
の
姿
勢

に
か
わ
っ
た
。

（
1
）

新
中
国
に
な
っ
て
、
中
国
人
に
自
信
が
漲
っ
て
い
る
様
子
を
火
野
は
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
記
し
た
新

中
国
訪
問
記
の
続
き
を
、
火
野
の
撮
影
し
た
写
真
や
、
見
聞
記
、『
日
記
』
な
ど
を
用
い
、
報
告
し
て
い
き
た
い
。『
日
記
』
に
つ
い
て
は
、

論
者
が
す
で
に
、
翻
刻
し
、
明
ら
か
に
し
た
『
中
国
旅
日
記
』（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
二
〇
一
一
年
二
月
、
第
三
号
）
を
使
用
す

る
。『
中
国
旅
日
記
』
と
は
、
横
9.5
cm
、
縦
13.5
cm
で
「
M
EM
O
RA
N
D
U
M
」
と
書
か
れ
た
手
帳
で
あ
り
、
全
一
六
八
頁
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
の
新
中
国
の
訪
問
中
の
出
来
事
を
詳
細
に
綴
っ
た
日
記
風
の
「
メ
モ
」
で
あ
り
、
当
時

の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
は
、
巻
末
の
四
月
二
十
一
日
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
で
、
新
中
国
の
視
察
中
は
、
四

班
に
分
か
れ
て
行
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
竹
中
は
の
ち
に
長
安
へ
行
っ
た
。

中
国
行
。
班
別
（
⚔
月
21
日
）

⚑
．
泊
屋

吉
見

松
本

安
倍マ

マ

松
岡

中
村

⚒
．
富
永

早
坂

松
本

近
藤

松
本

朝
田

鈴
木
。

⚓
．
火
野

丹
野

永
瀬
。
泉

吉
田

和
田

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
巻
第
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号
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⚔
．
竹
中

畑
中

吉
岡

小
林

さ
て
、
新
中
国
の
視
察
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
描
い
た
作
品
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
一
九
五
五
年
十
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
に
も
、

火
野
ら
し
き
人
物
が
「
私
」
と
し
て
登
場
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
は
登
場
人
物
が
偽
名
で
で
て
き
た
り
す
る
の
で
、
完

全
な
事
実
ば
か
り
で
は
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
も
と
に
な
っ
た
『
中
国
旅
日
記
』
と
照
合
す
る
と
、
か
な
り
事
実
に
近
い
部

分
が
多
い
。
そ
こ
で
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
や
当
時
火
野
が
発
信
し
た
記
事
な
ど
も
考
察
に
使
用
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
で
使
用

す
る
写
真
の
ほ
と
ん
ど
は
、
火
野
が
撮
影
し
、
火
野
の
御
三
男
故
玉
井
史
太
郎
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
四
月
二
十
五
日

漢
口

四
月
二
十
五
日
、
火
野
は
「
バ
ス
に
入
ら
う
と
思
つ
た
ら
、
水
。
身
体
を
洗
つ
た
が
ふ
る
え
あ
が
つ
た
。
そ
れ
で
な
く
て
も
今
日
は
寒

い
」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
記
し
て
い
る
の
で
、
大
変
寒
い
朝
だ
っ
た
よ
う
だ
。
朝
食
の
オ
カ
ユ
を
食
べ
て
、
一
行
は
八
時
半
に
出
発
し
た
。

市
内
の
道
は
よ
い
が
、
郊
外
に
出
る
と
、
道
が
悪
く
凸
凹
し
て
い
た
。
火
野
は
、「
こ
う
い
う
道
は
な
つ
か
し
い
。
天
気
に
な
れ
ば
砂
塵

が
ま
い
あ
が
り
、
雨
が
降
れ
ば
泥
沼
と
化
す
る
中
国
の
道
路
を
、
十
数
年
前
、
銃
を
か
つ
い
で
何
年
も
行
軍
し
た
思
い
出
。
い
た
る
と
こ

ろ
に
あ
る
楊
柳
も
回
想
を
そ
そ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
三
頁
）
と
い
う
。
民
家
の
壁
に
黒
々
と
な
お
「
仁
丹
」
の
文
字
が
残
っ
て

い
た
。「
昔
は
ど
こ
の
街
に
も
城
壁
や
家
の
壁
に
、『
仁
丹
』『
老
篤
眼
薬
』『
大
学
眼
薬
』『
若
素
』『
味
之
素
』
な
ど
の
広
告
文
字
が
デ
カ

デ
カ
と
書
き
だ
さ
れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
消
し
去
ら
れ
た
が
、
ま
れ
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
三

頁
）
と
あ
る
。
火
野
は
、
亀
田
東
伍
さ
ん
か
ら
「
日
本
の
仁
丹
は
中
国
人
に
よ
く
き
き
大
人
気
だ
っ
た
の
で
、
解
放
後
は
中
国
製
の
人
丹

と
い
う
の
が
製
造
さ
れ
て
売
り
だ
さ
れ
て
い
る
」
と
教
え
て
貰
っ
た
。
火
野
は
、
漢
口
の
郊
外
を
バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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考
え
た
。

一
行
の
中
で
何
人
が
昔
の
中
国
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
私
に
は

ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
副
団
長
の
佐
倉
さ
ん
は
戦
時
中
方
々
に
い

た
ら
し
く
、
し
き
り
に
昔
を
回
顧
し
た
り
、
中
国
通
を
発
揮
し

た
り
し
て
い
た
が
、
沈
黙
し
て
い
る
連
中
の
な
か
に
も
戦
時
中

い
た
者
が
あ
る
ら
し
い
。
戦
争
中
、
中
国
に
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
占
領
者
た
る
日
本
軍
の
一
員
と
し
て
、
な
に
か
の
任
務
に

つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
下
手
す
る
と
戦
犯
呼
ば
わ

り
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
人
は
私
同
様
に
、
現
在
の
中
国
を
歩
く

こ
と
に
身
の
ち
ぢ
む
思
い
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

個
人
的
内
面
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
人
の
責
任
と
い
う

問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
（
後
略
）。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
三
～
四
頁
）

火
野
は
、
戦
時
中
、
中
国
を
侵
略
し
た
日
本
兵
の
一
員
で
あ
っ
た

こ
と
に
負
い
目
を
感
じ
、
責
任
を
痛
感
し
な
が
ら
新
中
国
の
視
察
を

続
け
て
い
た
よ
う
だ
。
さ
て
、
火
野
ら
一
行
は
、
ま
ず
「
中
央
人
民

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
巻
第
四
号

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第70巻第⚔号／
増田周子 最終⚓校／通し

九
二

最終⚓校／通し

集ってくる多くの子供たち



政
府
鉄
道
部
」
に
行
っ
た
。
こ
こ
は
機
関
車
工
場
で
、
機
車
車
輌
修
理
工
廠
管
理
局
の
「
江
岸
機
車
輌
修
理
工
廠
」
を
視
察
す
る
。『
中

国
旅
日
記
』
に
は
、「
た
く
さ
ん
子
供
が
珍
し
さ
う
に
集
つ
て
来
る
。
入
口
を
は
い
り
、
機
関
車
工
場
の
騒
音
の
中
を
抜
け
て
事
務
所
へ

行
く
。」
と
記
し
て
い
る
。
二
階
の
応
接
室
に
通
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
正
面
に
巨
大
な
毛
沢
東
主
席
肖
像
画
が
あ
っ
た
。
火
野
は
、
次

の
よ
う
に
記
す
。

中
国
政
府
は
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
の
団
体

を
招
待
す
る
と
、
視
察
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
り
、
そ
の
プ
ラ
ン
に
し
た
が
っ

て
案
内
す
る
の
で
、
も
は
や
順
序
や
様

式
が
ち
ゃ
ん
と
紋
切
り
型
に
と
と
の
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
型
ど

お
り
、
所
長
か
ら
ひ
と
通
り
工
場
の
歴

史
、
概
況
説
明
が
あ
っ
た
後
、
工
場
見

学
と
い
う
段
取
り
に
な
る
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
四
頁
）

こ
こ
で
、
火
野
ら
は
、
一
九
二
二
年
に
、

こ
の
江
岸
機
関
車
工
場
で
起
こ
っ
た
「
二
七

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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事
件
」
と
い
う
ス
ト
ラ
イ
キ
の
話
を
聞
く
。
火
野
の
『
中
国
旅
日
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

〇

二
七
大
ス
ト
ラ
イ
キ
―
―
京
漢
線
の
労
働
者
は
帝
国
主
義
者
と
白
人
の
統
制
下
で
四
十
八
年
間
も
苦
し
ん
だ
。
⚑
⚙
⚒
⚓
年
、

中
共
の
指
導
の
下
に
、
11
月
15
日
（
？
）
⚒
月
⚑
日
組
合
結
成
、
総
工
会
、
超
軽
玄
（
欨
短
方
）
そ
の
他
が
呉
偑
孚
に
鎮
圧
を
依
頼

し
た
。
⚑
月
28
日
、
定マ

マ

州
で
会
議
、
全
体
長
官
が
禁
止
、
軍
か
ら
岳
楊
へ
来
い
と
い
ふ
命
令
、
圧
力
で
定マ

マ

州
会
議
を
（
文
献
に
よ
つ

て
し
ら
べ
る
こ
と
）
禁
止
し
た
が
、
定マ

マ

州
で
⚑
月
27
日
、
会
議
を
開
い
た
。
⚒
月
⚑
日
呉
偑
孚
、
軍
隊
で
会
場
包
囲
し
た
が
武
器
を

持
た
ず
に
入
り
込
み
総
工
会
を
成
立
さ
せ
た
。
労
働
省
に
不
買
、
不
宿
の
命
出
し
た
。
自
由
民
権
を
守
る
た
め
工
場
に
か
へ
り
、
⚒

月
⚔
日
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
。
⚑
日
か
ら
⚗
日
ま
で
、
デ
モ
、
対
抗
圧
力
排
除
、
⚗
日
午
後
⚕
時
、
⚑
千
名
の
軍
隊
（
二
営
）
漢
口

労
働
組
合
分
会
包
囲
、
流
血
、
32
名
死
、
⚑
⚐
⚐
負
傷
，
大
勢
を
拉
致
、
仕
事
を
し
ろ
と
威
嚇
、
指
導
者
を
斬
り
。
群
集
に
発
砲
、

林
祥
謙
殺
さ
る
。（「
二
七
」
は
二
月
七
日

惨
夢
の
日
。）

こ
の
「
二
七
事
件
」
と
い
う
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
火
野
の
日
記
や
『
赤
い
国
の
旅
人
』
の
記
述
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。「
京
漢
線

の
労
働
者
は
帝
国
主
義
者
と
白
人
の
統
制
下
に
み
じ
め
な
生
活
を
つ
づ
け
、
四
十
八
年
間
も
苦
し
ん
だ
。」
そ
し
て
、「
一
九
二
三
年
に
中

国
共
産
党
の
指
導
下
に
は
じ
め
て
組
合
が
結
成
さ
れ
た
の
で
、
鉄
道
長
官
超
軽
玄
は
呉
佩
孚
将
軍
そ
の
他
に
鎮
圧
を
依
頼
し
た
」。

二
月
一
日
、
定
州
で
会
議
を
ひ
ら
い
て
い
た
労
働
者
た
ち
を
軍
隊
が
包
囲
し
た
が
、
な
ん
ら
の
武
器
も
持
た
ぬ
労
働
者
た
ち
は
屈
せ

ず
総
工
会
を
成
立
さ
せ
た
。
二
月
四
日
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
、
七
日
午
後
五
時
、
一
千
名
の
軍
隊
が
漢
口
労
働
組
合
分
会
を
襲
撃
し
、

死
者
三
十
八
名
、
負
傷
者
百
名
を
出
し
、
大
勢
を
拉
致
し
た
。
軍
隊
は
群
衆
に
む
か
っ
て
も
発
砲
し
、
遂
に
指
導
者
林
祥
謙
を
殺
し

關
西
大
學
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學
論
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た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
五
頁
）

火
野
ら
は
、
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
こ
の
二
七
ス
ト
ラ
イ
キ
に
加
わ
っ
た
闘
志
の
生
き
残
り
の
二
人
、
張
土
漢
さ
ん
と
呉
東
山
さ
ん

に
会
っ
た
。
火
野
は
、「
張
士
漠
さ
ん
と
呉
東
山
さ
ん
の
二
人
、
当
時
の
二
七
ス
ト
に
参
加
し
た
工
員
。
み
ん
な
拍
手
し
て
迎
へ
る
。
よ

い
オ
ツ
さ
ん
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
記
し
て
い
る
。
張
士
漠
さ
ん
と
呉
東
山
さ
ん
は
こ
ん
な
様
子
だ
っ
た
。

感
動
し
た
常
久
さ
ん
が
し
き
り
に
握
手
す
る
と
、
て
れ
く
さ
そ
う
に
、
し
か
し
満
更
う
れ
し
く
な
い
で
も
な
さ
そ
う
な
様
子
を
し
て

い
た
。
老
闘
士
の
間
に
は
さ
ま
っ
た
常
久
さ
ん
は
両
手
を
二
人
の
肩
に
か
け
て
写
真
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
呉
君
の
通
訳
で
、
二
人

に
話
し
か
け
た
。

「
わ
れ
わ
れ
日
本
の
労
働
者
も
、
あ
な
た
が
た
の
輝
し
い
勝
利
の
記
録
に
な
ら
っ
て
、
資
本
主
義
や
帝
国
主
義
と
た
た
か
い
ま
す
。

ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
か
な
ら
ず
革
命
を
成
就
さ
せ
る
決
心
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お
二
人
と
も
そ
れ
ま
で
長
生
き
し
て
、
日
本
の
革

命
を
見
て
下
さ
い
」

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
五
頁
）

ま
た
、『
中
国
旅
日
記
』
に
は
、「
中
の
写
真
は
い
け
な
い
と
い
は
れ
て
ゐ
た
が
老
闘
士
を
う
つ
す
こ
と
は
許
可
さ
れ
る
。
照
れ
く
さ
さ

う
な
張
さ
ん
と
呉
さ
ん
。
み
ん
な
が
寄
つ
て
た
か
つ
て
う
つ
し
た
り
い
つ
し
よ
に
う
つ
つ
た
り
、
大
人
気
。
を
か
し
さ
う
に
う
れ
し
さ
う

に
し
づ
か
な
笑
み
を
た
た
へ
る
。」
と
記
し
て
い
た
。
そ
の
他
、
火
野
ら
一
行
は
、
こ
の
江
岸
機
関
車
工
場
で
以
下
の
よ
う
な
話
を
聞
い

た
。

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
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か
ら
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〇
解
放
後
、
⚑
⚙
⚔
⚙
年
は
⚑
ヶ
月
四
台
修
理
し
か
で
き
な
か
つ
た
が
今
年
は
10
台
で
き
る
。
毎
年
、
国
家
計
画
を
完
成
、
先
進
的

労
働
者
85
名
、
大
洪
水
と
戦
つ
た
45
名
の
模
範
工
員
。
⚑
⚙
⚕
⚓
～
⚕
⚔
年
に
賞
を
も
ら
つ
た
。

〇
生
活

解
放
後
初
期
か
ら
80
％
上
昇
、
労
働
保
険
労
働
保
護

⚑
⚙
⚕
⚑
―
旧
幣
⚑
万
⚙
千
円
（
も
と
⚑
億
⚙
千
、
今
は
13
億
）、

⚑
⚙
⚕
⚔
―
貨
幣
13
万
円
（
⚑
年
間
）

〇
生
産
奨
励

合
理
化
奨
励
、
競
争
奨
励
、
等
。

〇
文
化
班
、
技
術
班
，
政
治
班
、
事
業
班
、
四
つ
。
文
藝
活
動
―
―
毎
週
、
映
画
、
ダ
ン
ス
、
劇
。
ス
ポ
ー
ツ
（
毎
日
）

宿
舎
、
風
呂
場
、
そ
の
他
厚
生
設
備
。
五
・
一
メ
ー
デ
ー
と
台
湾
解
放
の
た
め
、
生
産
精
励
。
―
―
な
ど
の
話
。（
中
略
）

〇
工
場
見
学
。
機
関
車
、
し
き
り
に
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
ゐ
る
。
ご
う
ご
う
た
る
工
場
内
で
、
熱
心
に
は
た
ら
く
人
達
。

〇
ハ
リ
紙
「
反
対
嬌
儌
自
満
敵
情
緒
、
云
々
」（
後
略
）

〇
ス
エ
ー
デ
ン
、
そ
の
他
東
欧
の
機
械
類
の
中
に
、
日
本
の
も
の
も
点
々
と
あ
る
。
住
友
、
そ
の
他
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
こ
で
、
火
野
ら
が
見
た
「『
反
対
嬌
儌
自
満
敵
情
緒
』、
云
々
」
と
い
う
張
り
紙
に
、
反
応
し
た
日
本
人
も
い
て
、「
赤
い
国
の
労
働

者
だ
か
ら
と
い
っ
て
思
想
堅
固
な
者
ば
か
り
で
も
な
い
ん
だ
ね
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
通
訳
の
蘇
琦
さ
ん
が
「
大

勢
の
工
員
の
な
か
に
は
意
識
が
低
く
て
、
革
命
の
意
義
を
解
し
な
い
者
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
業
余
学
習
を
徹
底
的
に
や
っ
て
思
想
改
造

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
述
べ
た
。
新
中
国
の
人
民
た
ち
も
、
同
じ
革
命
思
想
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
が
伝
わ
る
。
さ
て
、
そ
の
後
、
火
野
ら
は
、「
バ
ス
で
工
場
を
出
て
、
街
に
行
く
。
中
国
鉄
路
工
会
漢
口
分
区
委
員
会
」（『
中
国

旅
日
記
』）
に
行
っ
た
。
二
七
ス
ト
ラ
イ
キ
に
加
わ
っ
た
張
土
漢
さ
ん
と
呉
東
山
さ
ん
も
火
野
ら
一
行
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、「
工
人
倶

楽
部
」
に
行
き
そ
し
て
二
七
事
件
記
念
館
に
入
っ
た
。
そ
こ
は
、「
中
国
鉄
路
工
人
『
二
七
』
臨
岸
史
画
数
十
枚
の
写
真
と
絵
。
生
々
し

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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い
闘
争
の
跡
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〇
入
口
に
「
二
七
老
工
人
休
息
室
」
と
か
い
て
あ
る
。
老
闘
士
の
張
さ
ん
と
呉
さ
ん
と
が
説
明
を
し
て
く
れ
る
。
今
は
ど
ん
な
役
目

を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
好
々
爺
で
あ
る
。
八
幡
製
鉄
に
ゐ
る
宿
老
の
や
う
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

〇
江
岸
駅
。
二
七
事
件
紀マ

マ

念
の
地
。
構
内
に
は
石
炭
が
た
く
さ
ん
貯
蓄
し
て
あ
る
。
ア
ン
ペ
ラ
小
屋
に
ゐ
る
中
国
人
た
ち
。
線
路
わ

き
に
、
な
ん
の
標
識
も
し
て
な
い
林
祥
謙
の
殺
さ
れ
た
場
所
が
あ
る
。
解
放
後
、
二
七
ス
ト
を
弾
圧
、
発
砲
し
た
元
兇
を
、
人
民
裁

判
に
か
け
、
同
じ
こ
の
場
所
で
銃
殺
し
た
と
の
こ
と
。
構
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
貼
り
紙
、
す
べ
て
建
設
意
慾
を
か
き
た
て
る

も
の
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

火
野
ら
は
、
二
七
事
件
記
念
館
を
出
て
、
江
岸
駅
を
訪
れ
た
。
そ
こ
に
は
、「
貯
炭
の
山
が
構
内
に
積
み
あ
げ
ら
れ
、
付
近
は
貧
民
街
で
、

ア
ン
ペ
ラ
小
屋
の
な
か
に
苦
力
の
よ
う
な
男
た
ち
が
い
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
七
頁
）。
こ
こ
で
、
二
七
事
件
の
指
導
者
林
祥
謙

が
殺
さ
れ
、
ま
た
、
解
放
後
に
は
、
こ
の
二
七
ス
ト
を
弾
圧
し
発
砲
し
た
者
を
こ
の
場
所
で
銃
殺
し
た
と
い
う
。
火
野
は
『
中
国
旅
日
記
』

に
記
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
敵
味
方
二
人
の
血
で
彩
ら
れ
た
と
い
う
場
所
は
、
あ
り
ふ
れ
た
黒
い
土
の
地
面
で
あ
っ
て
、
な
ん
の
標
識
も
し
て
な
い
。（
中

略
）
革
命
は
血
で
血
を
あ
が
な
う
も
の
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
殺
し
た
男
を
殺
さ
れ
た
男
と
同
じ
場
所
に
わ
ざ
わ
ざ
つ
れ
て
来
て

殺
す
と
い
う
む
ざ
ん
さ
が
、
輝
か
し
い
勝
利
の
記
録
だ
と
い
う
こ
と
は
奇
怪
な
戦
慄
を
お
ぼ
え
た
。
私
は
長
く
そ
の
血
の
場
所
を
見

て
い
る
に
耐
え
ら
れ
な
か
つ
た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
八
頁
）
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火
野
は
、
革
命
に
よ
り
樹
立
し
た
新
中
国
の
様
相
に
、
疑
義
を
抱
い
て
い
る
。
政
府
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
昔
の
善
が
い
き
な

り
悪
に
な
り
、
す
ぐ
に
処
刑
す
る
と
い
っ
た
方
針
に
疑
問
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
中
国
を
視
察
し
な
が
ら
、
冷
静
に
、
客
観
視
し
て

判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
帰
路
に
つ
き
「
反
対
巴
黎
協
定
武
装
西
独
、
反
対
復
活
日
本
軍
国
主
義
」（
駅
構
内
の
小
屋
の
壁

に
は
つ
て
あ
つ
た
ポ
ス
タ
ー
の
文
句
）
の
貼
っ
て
あ
る
、
駅
前
の
柵
の
根
の
小
屋
を
見
る
。「
附
近
の
家
は
貧
し
く
、
大
勢
の
子
供
た
ち

珍
し
さ
う
に
出
て
来
る
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
そ
し
て
、
昼
食
を
と
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
午
後
は
ス
ポ
ー
ツ
見
学
を
す
る
た
め
に
、
人
民

体
育
場
を
訪
れ
た
。
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
人
民
体
育
場
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〇
人
民
体
育
場
（
立
派
）
へ
ん
ぽ
ん
た
る
旗
の
列
。「
向
捷
克
斯
洛
伐
克
共
和
国
保
加
利
亜
人
民
共
和
国
運
動
員
致
敬
！
」

〇
⚒
時

入
場
式
。
拍
手
。
中
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
、
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
三
国
選
手
。
小
さ
い
中
国
選
手
。
青
ビ
ロ
ー
ド
服
、

チ
ェ
ッ
コ
だ
け
、
エ
ビ
茶
服
。

〇
挨
拶
。
女
の
子
た
ち
、
花
束
を
客
の
選
手
団
に
贈
呈
、
選
手
た
ち
一
人
一
人
、
観
覧
席
へ
花
を
投
げ
こ
む
。
選
手
退
場
す
る
。

ポ
ー
ル
を
立
て
、
網
を
張
つ
て
、
試
合
場
を
作
る
。
せ
ま
い
感
じ
。
は
じ
ま
つ
て
見
る
と
一
組
⚖
人
（
普
通
は
⚙
人
）
簡
易
化
さ
れ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
の
人
民
体
育
場
で
は
、
中
国
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
、
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
三
国
の
女
性
選
手
た
ち
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
を
し
て
い

た
。
試
合
を
観
戦
し
、
次
の
よ
う
に
、『
中
国
旅
日
記
』
に
記
し
て
い
る
。

◎
保
加
利
亜

対

武
漢
連
隊

一
九
五
五
年
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野
葦
平
の
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中
国
視
察
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〇
ど
ち
ら
も
女
選
手
。
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の
女
選
手
の
た
く
ま
し
い
身
体
、
試
合
服
に
な
る
と
、
ス
ト
リ
ツ
プ
み
た
い
で
あ
る
。
気
の
毒

な
ほ
ど
、
小
さ
い
中
国
選
手
、
健
斗
し
た
け
れ
ど
も
、
問
題
に
な
ら
ぬ
。
ス
マ
ツ
シ
ユ
す
る
の
に
、
ネ
ツ
ト
の
高
さ
が
決
定
的
。
⚕

回
勝
負
、
三
回
ス
ト
レ
ー
ト
で
ま
け
る
。

〇
捷
克
斯
洛

（
軍
隊
中
央
之
家
）

伐

克
対

武
漢
連
隊

15
×
⚒

15
×
⚑

15
×
⚔
（
こ
れ
ハ
ス
ト
レ
ー
ト
で
中
国
の
負
け
）

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
中
国
選
手
達
は
、
身
体
が
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の
選
手
よ
り
も
小
さ
く
、
試
合
に
完
敗
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
中
国
選

手
も
な
か
な
か
上
手
で
あ
る
が
な
ん
と
い
つ
て
も
体
力
の
差
は
仕
方
が
な
い
。
ど
ち
ら
も
兵
隊
。
ま
だ
試
合
が
あ
る
ら
し
か
つ
た
が
、
か

へ
る
こ
と
に
す
る
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
な
ど
と
も
記
し
て
い
た
。「
曇
り
空
か
ら
雨
が
パ
ラ
パ
ラ
、
寒
」
く
な
り
、
帰
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
火
野
は
、「
漢
口
の
街
が
道
路
が
き
れ
い
に
な
つ
て
ゐ
る
の
に
は
お
ど
ろ
い
た
が
、
な
ん
だ
か
全
体
に
活
気
が
な
く
、
街
は
色
彩

を
失
つ
て
荒
廃
し
て
ゐ
る
印
象
が
し
た
。
そ
ん
な
筈
は
な
い
か
ら
、
錯
覚
で
あ
ら
う
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
も
記
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル

に
戻
り
、
予
定
は
、
五
時
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
六
時
か
ら
、
休
憩
室
に
て
会
議
を
行
っ
た
。
会
議
の
様
相
を
メ
モ
し
た
部
分
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

〇
全
体
会
議
（
⚖
時
。）
⚕
時
半
か
ら
が
や
つ
ぱ
り
30
分
お
く
れ
る
。

〇
予
定
が
一
日
延
び
る
と
の
こ
と
。
連
結
す
る
一
等
寝
台
車
が
明
日
都
合
つ
か
ぬ
た
め
。
漢
口
出
発
は
27
日
。

〇
和
田
さ
ん
、
全
員
が
平
和
委
員
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
方
が
北
京
に
行
つ
て
か
ら
都
合
が
よ
い
と
提
案
し
た
が
保
留
。
畑
中
さ
ん

は
、
で
き
る
だ
け
各
人
詳
し
く
肩
書
や
平
和
運
動
の
こ
と
を
か
い
た
が
よ
い
と
い
ふ
。
こ
つ
ち
は
「
作
家
」
と
だ
け
。
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西
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（『
中
国
旅
日
記
』）

一
行
は
中
国
訪
問
団
二
十
八
名
の
う
ち
、
全
て
を
北
京
に
入
る
前
に
日
本
平
和
委
員
の
会
員
と
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と
和
田
さ
ん
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
が
保
留
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
畑
中
さ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
一
行
の
身
分
や
肩
書
を
詳
し
く
書
い
て
お
い

た
方
が
い
い
と
提
案
し
た
。『
赤
い
国
の
旅
人
』
に
よ
る
と
、
火
野
は
こ
の
提
案
に
不
賛
成
で
、
ま
た
「
も
う
わ
か
っ
て
い
る
よ
と
い
う

者
も
あ
っ
た
が
」、「
賛
同
者
が
多
く
議
決
さ
れ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、
火
野
も
「
不
賛
成
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
口
に
出
し
て
反
対
は
唱

え
な
か
っ
た
。
紙
が
廻
っ
て
き
た
ら
、
た
だ
『
作
家
』
と
だ
け
書
い
て
、
余
計
な
こ
と
は
な
に
も
書
く
ま
い
と
心
に
定
め
た
か
ら
で
あ
る
」

と
記
し
て
い
る
。
火
野
は
、
詳
し
く
経
歴
を
書
け
ば
、
戦
争
に
加
担
し
て
い
た
作
家
と
い
う
こ
と
を
書
か
ね
ば
な
ら
ず
た
め
ら
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
夜
は
、「
漢
口
平
和
委
員
会
の
招
待
」
で
、
宴
会
が
行
わ
れ
、
豪
華
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
平
和
委
員
会
書
記
長
の
杜
子
方

氏
が
挨
拶
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

新
中
国
を
視
察
さ
れ
た
ら
、
ど
う
ぞ
率
直
な
意
見
を
き
か
せ
て
も
ら
い
た
い
、
美
点
を
ほ
め
る
だ
け
で
な
く
欠
点
を
指
摘
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
、
わ
が
国
は
ま
だ
再
出
発
し
た
ば
か
り
だ
か
ら
不
充
分
な
点
、
あ
や
ま
っ
た
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
に
ち
が
い
な
い
、

わ
れ
わ
れ
は
遠
慮
の
な
い
批
判
を
歓
迎
す
る
と
述
べ
た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
六
一
頁
）

中
国
側
も
、
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
外
国
人
か
ら
も
率
直
な
意
見
を
求
め
て
い
た
よ
う
だ
。
欠
点
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
も
躊
躇
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宴
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
火
野
は
、
坂
本
さ
ん
と
ぶ
ら
り
と
街
に
出
た
。「
ま
だ
十
時
に
は
な
ら
な

い
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
店
が
し
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
人
通
り
は
多
く
、
暗
く
黒
い
街
に
紺
色
の
服
の
男
や
女
が
奇
妙

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
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田
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に
忙
し
げ
な
足
ど
り
で
往
来
し
て
い
た
。
影
絵
の
街
の
よ
う
で
あ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）。

二
人
で
ど
ん
ど
ん
夜
の
巷
を
行
く
と
、
漢
口
駅
前
に
出
た
。
道
路
の
わ
き
の
暗
い
と
こ
ろ
に
百
数
十
人
、
中
国
人
た
ち
が
群
を
な
し

て
う
ず
く
ま
り
、
汽
車
の
時
間
を
待
っ
て
い
た
。
ボ
ロ
ホ
ロ
の
人
力
車

ヤ
ン
チ
ョ

が
駅
前
に
ズ
ラ
リ
と
な
ら
ん
で
い
る
の
を
奇
妙
に
思
っ
た

が
、
人
間
を
の
せ
る
車
は
な
か
っ
た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
六
二
頁
）

こ
の
後
、
江
漢
飯
店
に
帰
る
と
、
二
次
会
を
し
て
い
た
。
総
勢
十
人
く
ら
い
が
参
加
し
、
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
弾
い
た
り
、
賑
や
か
だ
っ
た
。
火
野
は
、「
な
ぜ
か
私
は
し
っ
く
り
と
こ
の
狂
躁
の
空
気
の
な
か
に
と
け
こ
め
ず
、
ビ
ー
ル

の
味
も
苦
か
っ
た
が
、
逃
げ
だ
す
こ
と
も
で
き
ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
借
り
て
、『
春
雨
』
や
『
越
後
獅
子
』
な
ど
を
マ
ン
ド
リ
ン
風
に

爪
弾
き
し
て
み
た
り
し
た
。（
中
略
）
感
情
の
わ
だ
か
ま
り
が
こ
う
い
う
楽
し
さ
の
な
か
に
ほ
ぐ
れ
て
行
く
と
す
れ
ば
、
収
穫
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
た
だ
酒
の
う
え
の
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
だ
け
な
ら
、
か
え
っ
て
結
果
は
面
白
く
な
い
。
新
中
国
に
入
っ
て
以
来

の
奇
妙
な
圧
迫
感
、
息
づ
ま
る
ほ
ど
の
緊
張
感
が
期
せ
ず
し
て
も
と
め
た
吐
け
口
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
い
っ
そ
う
た
あ
い
が
な
い
わ
け

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
ん
な
に
む
ず
か
し
く
考
え
ず
、
友
情
の
新
し
い
芽
生
え
と
す
る
方
が
お
た
が
い
の
た
め
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な

か
っ
た
。」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
六
三
頁
）
と
述
べ
、
新
中
国
で
の
違
和
感
や
、
一
緒
に
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
た
ち
と
も
心
か
ら
打

ち
解
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
子
を
記
し
て
い
る
。
火
野
は
、
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
他
の
作
品
で
も
ず
っ
と
批
判
し
続
け
て

い
る
。

（
2
）

特
に
戦
後
は
、
価
値
観
が
急
激
に
変
化
し
、
日
和
見
主
義
者
が
多
く
あ
ら
わ
れ
、
火
野
は
そ
の
こ
と
に
対
し
て
は
懐
疑
的
だ
っ
た
。
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二
、
四
月
二
十
六
日

漢
口
か
ら
武
昌
へ

こ
の
日
は
「
雨
降
つ
て
ゐ
る
。
熱
湯
が
出
る
の
で
バ
ス
に
入
る
。
〇
航
空
便
が
出
せ
る
と
の
こ
と
。
封
書
54
銭
（
フ
ツ
ウ
22
銭
）
ハ
ガ

キ
45
銭
（
フ
ツ
ウ
13
銭
）。
原
稿
送
ら
う
と
思
ふ
け
れ
ど
も
書
く
間
が
な
い
。
約
束
少
し
も
実
行
で
き
ず
閉
口
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と

記
し
て
い
る
。「
新
中
国
で
は
郵
便
物
は
検
閲
さ
れ
る
。
事
前
検
閲
は
な
い
が
、
封
書
な
ど
は
開
封
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
に
と
ど

く
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
前
例
が
あ
る
。
そ
ん
な
話
を
き
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
着
く
先
々
で
故
国
へ
便
り
を
す
る
癖
の

あ
る
私
も
今
日
ま
で
遠
慮
し
て
い
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
蘇
琦
さ
ん
が
、
ど
こ
に
で
も
郵
便
は
自
由
に
出
せ
ま
す
よ
と
い
う
の
で
、
は

じ
め
て
十
枚
ほ
ど
の
絵
ハ
ガ
キ
と
、
二
通
の
手
紙
を
書
い
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
い
う
。

手
紙
を
出
し
た
後
、
雨
の
中
を
江
岸
駅
に
行
っ
た
。

〇
江
岸
に
つ
く
。
雨
の
中
で
せ
つ
せ
と
堤
防
工
事
に
働
い
て
ゐ
る
労
働
者
た
ち
。
煉
瓦
を
積
ん
だ
り
運
ん
だ
り
す
る
女
仲
仕
。
雨
期マ

マ

ま
で
に
完
成
を
急
い
で
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

〇
揚
子
江
を
渡
る
。
黄
色
い
水
、
茶
色
つ
ぽ
い
空
、
海
の
や
う
に
煙
る
ひ
ろ
い
川
。
小
蒸
気
船
、
ロ
シ
ヤ
人
が
乗
つ
て
ゐ
る
。

ロ
シ
ヤ
語
を
勉
強
し
て
ゐ
る
富
永
君
、
畑
中
君
は
話
せ
る
と
見
え
て
、
こ
の
船
の
日
本
人
は
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
に
出
席
し
た
代
表
だ

な
ど
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
に
ぎ
や
か
な
談
笑
。
ま
も
な
く
武
昌
に
つ
く
。
四
台
の
自
動
車
と
バ
ス
。

ど
ん
ど
ん
郊
外
へ
行
く
。
悪
い
道
、
汚
い
家
、
貧
し
い
中
国
人
、
豚
、
水
牛
。
田
圃
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
土
饅
頭
の
墓
。
武
漢

大
学
の
前
を
通
り
す
ぎ
る
。
バ
ス
は
「
革
命
廃
残
軍
人
療
養
院
」
の
も
の
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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江
岸
駅
で
は
、
堤
防
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
労
働
者
が
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
た
。「
飛
浦
号
」
と
い
う
船
で
揚
子
江
を
渡
り
、
渡
船

に
は
ロ
シ
ア
人
技
師
が
数
人
乗
っ
て
い
た
。
武
昌
桟
橋
に
着
く
と
、
四
台
の
ハ
イ
ヤ
ー
と
バ
ス
と
に
分
乗
し
、
郊
外
に
で
た
。
火
野
ら
の

乗
っ
た
バ
ス
は
「
革
命
廃
残
軍
人
療
養
院
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
通
路
に
汚
い
家
が
並
び
、
貧
し
気
な
中
国
人
と
豚
や
水
牛
が
見
え
た
。

ま
た
、
田
圃
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
土
饅
頭
の
墓
が
並
ん
で
い
た
。
武
漢
大
学
の
前
を
通
り
華
中
工
科
大
学
に
た
ど
り
着
い
た
。「
ひ
ろ
び

ろ
と
し
た
荒
野
の
中
に
立
つ
新
築
中
の
学
校
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
だ
っ
た
。
応
接
室
に
通
さ
れ
、
教
務
主
任
か
ら
こ
の
大
学
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
い
た
。

〇
⚑
⚙
⚕
⚓
年
完
成
、
国
家
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
に
も
と
づ
く
。
工
業
建
設
人
材
養
成
、
武
漢
、
湖
南
、
南
昌
、
㜯
西
の
四
大
学
の

機
械
学
、
電
気
学
科
か
ら
成
り
立
つ
た
も
の
。

〇
昔
は
卒
業
⚒
⚐
⚐
名
位
、
解
放
後
、
今
年
は
⚑
⚐
⚐
⚐
名
位
卒
業
。
建
設
と
教
育
、
荒
野
原
に
近
代
建
築
、（
中
略
）
バ
ラ
ツ
ク

で
勉
強
し
て
ゐ
た
。
ま
だ
周
囲
の
道
路
な
ど
わ
る
い
。
ホ
ソ
ー
な
し
。
四
学
科
、
十
三
科
目
。
学
費
無
料
一
切
国
家
負
担
。

①
機
械
製
造
科
（
⚑
⚔
⚐
⚐
名
学
生

専
攻
⚔
年
専
修
⚒
年
）

②
内
機
械
、
自
動
車
学
科
（
⚘
⚐
⚐
名

専
攻
⚔
年
専
修
⚒
年
）

③
電
力
学
科
（
⚑
⚐
⚐
⚐
名

専
攻
⚔
年
、
専
修
⚒
年
）

④
動
力
学
科
⚔
⚐
⚐
名

水
力
、
火
力

⚔
年

夏
休
み
頃
、
二
つ
の
専
攻
科
が
設
け
ら
れ
る
。

〇
政
治
経
済
学
も
や
る
。

（『
中
国
旅
日
記
』）
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こ
の
華
中
工
科
大
学
は
、
国
家
第
一
次
五
ヶ
年
計
画
に
も
と
づ
き
、
工
業
建
設
人
材
養
成
を
目
的
と
し
一
九
五
三
年
に
完
成
し
た
。
昔

は
二
百
名
く
ら
い
し
か
卒
業
生
が
い
な
か
っ
た
が
、
解
放
後
は
千
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た
。
学
費
そ
の
他
は
す
べ
て
無
料
で
国
家
が
負

担
し
て
い
る
。「
労
働
者
農
民
の
学
生
を
養
成
す
る
た
め
、
労
働
速
成
中
学
」（『
中
国
旅
日
記
』）
が
付
属
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に

『
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〇
地
形
―
喩
家
山
、
武
昌
か
ら
17
キ
ロ
、
三
平
方
キ
ロ
、
東
西
⚒
キ
ロ
、
南
北
⚑
キ
ロ
、
一
年
半
前
ま
で
荒
野
、
⚑
⚐
⚗
棟
、
⚙
⚔

⚐
⚐
⚐
平
方
ｍ
、
三
つ
の
教
室
回
廊
、
四
棟
の
実
験
室
。
一
棟
の
工
場
、
宿
舎
、
将
来
12
万
平
方
ｍ
。

〇
卒
業
生
は
一
人
の
こ
ら
ず
国
家
の
建
設
陣
へ
。
就
職
運
動
な
ど
の
心
配
は
な
い
。
ひ
た
す
ら
技
術
錬
磨
。
武
漢
大
学
26
年
間
に
建

て
た
も
の
よ
り
も
大
き
い
、
発
表
中
、
⚙
年
未
完
成
す
る
も
の
三
分
、
一
通
ら
ず
。
欠
点
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
意
見
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
。（
拍
手
）

（『
中
国
旅
日
記
』）

華
中
工
科
大
学
の
地
形
は
、
武
昌
か
ら
17
キ
ロ
の
喩
家
山
に
あ
り
、
⚙
万
⚔
千
平
方
ｍ
の
敷
地
面
積
が
あ
っ
た
が
、
将
来
は
12
万
平
方

ｍ
に
拡
張
さ
れ
る
予
定
だ
そ
う
で
あ
る
。
武
漢
大
学
よ
り
も
大
き
い
。「
労
働
者
農
民
の
学
生
を
養
成
す
る
た
め
、
労
働
速
成
中
学
」
が

付
属
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
労
働
者
農
民
の
子
弟
は
、
全
学
生
の
十
五
％
程
度
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
、「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
地
主
、

資
本
家
、
商
人
」
ら
の
子
弟
で
あ
っ
た
。（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
火
野
ら
は
学
校
内
を
見
学
し
た
。
学
校
内
は
次
の
よ
う
に
『
日
記
』
に

記
し
て
い
る
。

〇
学
校
内
見
学
。
実
習
工
場
へ
行
く
。
き
こ
え
て
来
る
モ
ー
タ
ー
や
ベ
ル
ト
の
音
。

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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鍛
工
車
間
―
か
じ
や

〇
鍛
工
車
間
―
（
車
間
―
現
場
）

〇
鉗
工
車
間

た
く
さ
ん
の
機
械
、
モ
ー
タ
ー

小
さ
い
女
学
生
、
大
き
な
キ
カ
イ
。
ア
メ
リ
カ
の
キ
カ
イ

解
放
前

、
カ
ナ
ダ
の
も
あ
る
。

国
産
も
あ
る
。

〇
模
工
車
間

一
年
生
実
験
、
木
工

〇
鋳
工
車
間

一
原
始
的
ヤ
リ
カ
タ
（
ま
た
バ
ス
で
、
雨
の
中
を
）

〇
図
書
館
。
規
模
の
大
き
な
も
の
、
四
階
建
て
、
建
設
中
、
赤
土
の
泥
だ
ら
け
靴
で
み
ん
な
あ
が
る
。
ミ
ガ
キ
だ
し
を
し
て
き
れ
い

な
階
段
や
床
に
み
ん
な
あ
が
る
の
で
職
人
、
妙
な
顔
し
て
ゐ
る
。
バ
ス
へ
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

ま
た
火
野
は
、
学
校
を
視
察
し
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

小
さ
な
女
学
生
が
大
き
な
機
械
に
と
り
組
ん
で
、
熱
心
に
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。
就
職
難
な
ど
全
然
な
く
、
自
分
た
ち
の
修
熟
し
た

技
術
が
そ
の
ま
ま
国
家
建
設
に
役
立
つ
と
い
う
希
望
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
学
生
た
ち
の
表
情
は
明
る
い
。
こ
う
い
う
若
々
し
い
学
生

た
ち
を
見
る
と
、
中
国
の
将
来
の
躍
進
が
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
不
安
な
日
本
の
学
生
と
対
比
さ
れ
、
暗
澹
と
し

た
気
持
に
お
ち
い
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
六
八
頁
）

華
中
工
科
大
学
の
視
察
は
、
生
き
生
き
と
し
た
女
子
学
生
の
顔
つ
き
な
ど
を
見
て
、
お
お
む
ね
良
い
印
象
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国

の
躍
進
が
証
明
さ
れ
、
日
本
と
対
比
し
て
、
暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
雨
の
中
、
車
に
乗
車
し
東
湖
に
向
か
っ
て
出

關
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発
。
午
後
一
時
に
東
湖
に
到
着
し
た
。
東
湖
の
旗
亭
で
昼
食
を
と
り
、
武
漢
大
学
を
視
察
し
た
。
武
漢
大
学
の
視
察
の
様
子
は
、『
日
記
』

に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

〇
武
漢
大
学
（
三
時
）

〇
漢
徳
培
（
教
務
主
任
？

法
律
）

〇
唐
東
彌
（
歴
史
、
中
国
近
代
学
）

（
中
略
）

〇（
蘇
琦
さ
ん
通
訳
）
話
―
前
身
は
国
家
武
昌
師
範
、
⚑
⚙
⚑
⚓
年
成
立
、
そ
の
後
、
武
昌
師
範
大
学
、
中
山
大
学
、
⚑
⚙
⚒
⚘
年

は
じ
め
て
武
漢
大
学
の
名
。
⚑
⚙
⚔
⚙
年
⚕
月
、
解
放
後
人
民
大
学
、
改
革
、
⚑
⚙
⚕
⚑
年
、
政
治
学
習
、
52
年
か
ら
学
部
、
学
課

の
調
整
、
工
学
部
、
医
学
部
、
農
学
部
を
独
立
、
中
国
語
文
学
、
ロ
シ
ヤ
文
学
、
歴
史
、
経
済
、
法
律
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
四

年
卒
業
、
図
書
館
学
は
⚒
年
、
来
年
か
ら
三
年
に
な
る
。
教
研
組
36
、
教
員
⚓
⚒
⚐
名
、
教
授
87
、
副
39
、
講
師
教
員
61
、
助
教
授

⚑
⚓
⚓
人
。
学
生
、
解
放
前
⚑
⚐
⚐
⚐
、
現
在
⚒
⚔
⚐
⚐
名
、
解
放
前
は
地
主
、
官
僚
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
今
は
労
働
者
農
民
職

員
の
子
弟
、
33
％
を
占
め
て
ゐ
る
。（
後
略
）

〇
附
属
労
働
速
成
中
学
、
卒
業
後
大
学
へ
。
生
徒
⚓
⚐
⚐
名
。
附
属
小
学
校
⚗
⚐
⚐
名
。
改
革
に
当
つ
て
困
難
、
教
員
不
足
、
テ
キ

ス
ト
不
充
分
、
新
教
学
方
法
に
馴
れ
て
ゐ
な
い
。
積
極
的
に
努
力
、
克
服
の
意
慾
、
発
展
が
早
く
、
建
築
物
不
足
、
新
校
舎
⚒
⚔
⚑

⚔
⚙
⚔
、
⚖
平
方
ｍ
、（
寄
宿
舎
を
含
む
）

（『
中
国
旅
日
記
』）

広
い
応
接
室
で
、
漢
徳
培
ら
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
一
九
二
八
年
か
ら
武
漢
大
学
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
前
身
は

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第70巻第⚔号／
増田周子 最終⚓校／通し

一
〇
七



一
九
一
三
年
の
国
立
武
昌
師
範
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
五
月
の
解
放
後
、
人
民
大
学
と
し
て
課
の
調
整
を
図
り
、
今
で
は
武
漢
大
学
は
、

工
学
部
、
医
学
部
、
農
学
部
を
独
立
、
現
在
は
中
国
語
文
学
、
ロ
シ
ヤ
文
学
、
歴
史
、
経
済
、
法
律
、
物
理
、
化
学
、
生
物
等
の
学
科
が

あ
る
。
学
生
数
も
現
在
は
⚒
⚔
⚐
⚐
名
で
、
解
放
前
は
地
主
、
官
僚
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
子
弟
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
今
は
労
働
者
農
民

職
員
の
子
弟
が
33
％
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。
改
革
は
、
教
員
不
足
、
テ
キ
ス
ト
不
足
な
ど
で
混
乱
を
極
め
た
が
、「
一
時
的
で
、
積
極

的
に
こ
れ
を
克
服
、
現
在
は
教
育
も
軌
道
に
乗
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、。
社
会
政
治
的
運
動
に
も
参
加
、
土
地
改
革
に
あ
た
っ
て
は
三

百
名
の
学
生
が
農
村
に
出
か
け
て
行
き
、
封
建
性
と
た
た
か
っ
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
七
〇
頁
）
と
い
う
。「
⚑
⚙
⚕
⚔
年
夏
、
武

漢
洪
水
の
と
き
も
参
加
。
洪
水
突
貫
⚒
⚐
⚙
⚘
⚘
回
、
99
人
功
績
を
立
て
た
。
文
化
活
動
、
人
格
養
成
、
人
民
奉
仕
の
崇
高
な
品
質
、
健

康
。
学
生
無
料
、
貧
学
生
に
は
手
当
。
卒
業
後
、
政
府
の
必
要
、
個
人
の
希
望
に
も
と
づ
き
適
当
な
職
場
へ
。
解
放
後
⚓
⚑
⚓
⚐
名
卒
業
」

（『
中
国
旅
日
記
』）。

そ
の
後
、
火
野
ら
は
、
す
ぐ
前
の
図
書
館
を
見
学
し
た
。「
26
万
し
か
な
か
つ
た
が
、
今
は
52
万
冊
」（『
中
国
旅
日
記
』）
の
蔵
書
が
あ

る
。「
中
国
雑
誌
類
に
一
冊
だ
け
ま
じ
つ
て
ゐ
る
『
文
学
の
友
』」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
あ
り
、
日
本
の
雑
誌
が
あ
っ
た
。
次
は
標
本
室

を
見
に
行
っ
た
。
標
本
室
の
こ
と
は
、『
日
記
』
に
こ
の
よ
う
に
メ
モ
し
て
い
る
。

〇
鱒
魚
。（
48
尺
位
）
ア
メ
リ
カ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
に
住
む
の
が
居
る
。
揚
子
江
。
洪
水
白
鯨
（
上
海
―
湖
北
）

〇
学
生
が
集
め
た
と
い
ふ
た
く
さ
ん
の
標
本
。
物
理
学
や
化
学
教
室
、
実
験
室
。

（『
中
国
旅
日
記
』）

火
野
は
、「
物
理
学
、
化
学
教
室
、
実
験
室
な
ど
を
廻
る
。
こ
う
い
う
設
備
は
ち
ゃ
ち
な
も
の
で
、
日
本
の
大
学
の
方
が
ず
っ
と
す
ぐ

れ
て
い
る
。
ど
う
か
す
る
と
日
本
の
高
等
学
校
の
方
が
す
す
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
ど
の
部
屋
に
も
ロ
シ
ア
語
の
参
考
書
が
あ
っ
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て
、
新
中
国
が
ソ
連
一
辺
倒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
記
し
て
い
る
。
常
に
日
本
と
比
較
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
後
外
に
出
る
と
、
ま
だ
雨
が
降
っ
て
い
た
。「
帰
る
石
段
の
上
で
蘇
さ
ん
に
、
こ
こ
は
武
昌
か
ら
ど
つ
ち
の
方
角
に
当
つ
て

る
ん
で
す
と
き
く
と
、
蘇
嬢
、
そ
ば
に
ゐ
た
学
生
に
き
く
。
笑
い
な
が
ら
『
答
が
ふ
る
つ
て
ま
す
よ
。
こ
つ
ち
か
ら
太
陽
が
あ
が
り
、
こ

つ
ち
に
沈
み
ま
す
。
武
昌
は
太
陽
は
沈
む
方
、
で
す
つ
て
』」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
答
え
た
そ
う
だ
。
こ
の
意
味
は
、「
毛
沢
東
主
席
の

よ
う
に
、
太
陽
が
あ
が
り
、
こ
っ
ち
側
に
、
蒋
介
石
の
よ
う
に
、
太
陽
が
沈
み
ま
す
。
武
昌
は
太
陽
の
沈
む
方
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
さ
て
、
通
訳
の
蘇
琦
さ
ん
は
、「
疲
れ
た
の
か
、
彼
女
の
顔
が
青
い
。
す
こ
し
重
労
働
だ
。」
と
も
『
日
記
』
に
記

し
て
い
る
。
火
野
は
、
蘇
琦
さ
ん
を
見
な
が
ら
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

深
圳
で
は
じ
め
て
会
っ
た
と
き
よ
り
、
痩
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
疲
れ
て
い
る
の
に
ち
が
い
な
い
。（
中
略
）
世
話
の
焼
け
る
日

本
代
表
た
ち
の
案
内
は
重
労
働
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
他
の
若
い
工
作
員
た
ち
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
案
内
を
任
務
と
こ
こ
ろ
得
、
同
時
に
、
新
し
い
自
分
の
国
を
示
す
こ
と
に
つ
よ
い
誇
り
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
て
、

そ
の
純
粋
な
態
度
に
は
好
感
が
持
た
れ
た
。
も
し
彼
女
ら
が
逆
に
日
本
に
旅
し
て
来
た
と
き
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
は
こ
ん
な
に
も

ま
じ
り
け
の
な
い
誇
り
を
も
っ
て
、
中
国
の
人
々
に
は
た
し
て
な
に
を
示
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
憂
鬱
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
七
二
頁
）

日
本
人
に
比
べ
て
、
新
中
国
の
人
々
が
疲
れ
な
が
ら
も
、
意
気
揚
々
と
し
て
、
自
国
の
任
務
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
様
を
目
の
当
た
り

に
し
、
少
し
憂
鬱
な
気
分
を
味
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
新
中
国
の
人
々
は
、
純
粋
で
、
熱
心
で
、
未
来
志
向
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
高
い
石
段
を
下
り
る
と
、「
一
番
下
の
石
段
に
、
五
六
條
、
ミ
ミ
ズ
型
の
溝
が
彫
つ
て
あ
る
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
部
分
が
三

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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段
く
ら
い
続
い
て
い
た
。
そ
の
溝
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
『
日
記
』
に
メ
モ
し
て
い
る
。

〇
一
番
下
の
石
段
に
、
五
六
條
、
ミ
ミ
ズ
型
の
溝
が
彫
つ
て
あ
る
。
⚑
⚙
⚔
⚗
年
⚖
月
⚑
日
、
反
帝
運
動
を
や
る
学
生
を
国
民
党
の

軍
隊
が
来
て
襲
撃
、
三
人
の
学
生
殺
さ
れ
た
。
そ
の
血
の
あ
と
と
い
ふ
。
赤
い
血
の
流
れ
る
の
が
見
え
る
思
ひ
。（『

中
国
旅
日
記
』）

こ
の
跡
は
、
一
九
四
七
年
六
月
一
日
、
国
民
党
の
軍
隊
が
大
学
を
襲
撃
し
た
時
の
学
生
の
血
の
あ
と
だ
と
い
う
。「（
前
略
）
学
生
が
帝

国
主
義
反
対
の
運
動
を
や
っ
た
た
め
、
蒋
介
石
が
怒
っ
て
鎮
圧
に
さ
し
む
け
た
の
で
す
。
し
か
し
、
学
生
隊
が
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
デ
モ
を

や
り
、
屈
し
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に
発
砲
し
て
三
人
の
学
生
を
殺
し
ま
し
た
。
三
人
の
学
生
英
雄
は
こ
こ
の
段
の
う
え
に
た
お
れ
た
の
で

す
。
そ
の
と
き
の
血
の
あ
と
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
七
三
頁
）
で
あ
る
。
火
野
は
、「
黒
く
塗
ら
れ
た
溝
に
雨
水
が
た
ま
り
、
い
ま
も

ど
す
黒
い
血
が
な
が
れ
て
い
る
よ
う
に
不
気
味
だ
っ
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
後
、「
学
校
側
の
人
た
ち
に
別
れ
て
出
発
。
学
生
た
ち
も
い
つ
し
ょ
に
は
げ
し
い
拍
手
。
も
う
五
時
半
、
渡
船
場
に
着
い
て
、
揚

子
江
を
渡
る
。
宿
に
か
へ
つ
た
の
は
六
時
半
。
⚗
時
、
夕
食
。
ど
う
も
腹
が
は
つ
て
食
へ
ぬ
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
書
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
夜
の
「
⚘
時
15
分
、
映
画
見
物
に
出
発
」
し
た
。
見
た
の
は
、
上
海
で
製
作
さ
れ
た
と
い
う
「
山
間
鈴
響
馬
幫
來
」
で
あ
っ

た
。「
雲
南
に
い
る
苗
族
が
蒋
介
石
の
残
党
に
よ
っ
て
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
中
国
人
民
解
放
軍
が
救
う
話
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
で

あ
る
が
、「
あ
ま
り
た
わ
い
な
い
の
で
す
ん
で
か
ら
ア
ツ
ケ
に
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
考
へ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
宣
伝
啓
蒙
の
映
画
だ
か

ら
、
現
在
の
中
国
と
し
て
は
こ
れ
で
よ
い
の
で
あ
ら
う
。
初
歩
的
す
ぎ
る
が
、
観
衆
は
熱
狂
し
し
き
り
に
拍
手
す
る
。
か
う
い
ふ
映
画
ば

か
り
で
は
あ
る
ま
い
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
感
想
を
『
日
記
』
に
記
し
て
い
る
。
映
画
が
終
わ
る
と
「
観
衆
は
ま
る
で
消
え
う
せ
た
や
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う
に
迅
速
に
ゐ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
そ
う
だ
。

映
画
館
を
出
る
と
き
、
秋
元
さ
ん
「
タ
ダ
だ
ろ
う
か
」
牧
之
内
さ
ん
「
き
ま
つ
て
る
よ
。

君
は
も
う
す
こ
し
社
会
主
義
を
勉
強
し
な
き
や
い
か
ん
よ
」「
自
由
党
や
め
る
か
な
」

（『
中
国
旅
日
記
』）

な
ど
の
話
を
秋
元
さ
ん
と
牧
之
内
さ
ん
ら
が
し
て
い
た
。
十
時
、
電
影
院
の
階
段
を
降
り
る

と
、
日
本
映
画
の
「
混
血
児
」
の
予
告
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
だ
し
て
あ
っ
た
。
火
野
ら
一
行
は
、

バ
ス
で
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
明
朝
出
発
す
る
の
で
、「
今
夜
の
う
ち
に
荷
物
を

出
し
て
お
い
て
く
れ
と
の
こ
と
、
赤
土
で
よ
ご
れ
た
靴
を
ボ
ー
イ
が
も
持
つ
て
行
つ
た
」（『
中

国
旅
日
記
』）。
火
野
は
、「
や
っ
て
も
取
ら
ぬ
は
ず
だ
が
、
ボ
ー
イ
に
は
絶
対
に
チ
ッ
プ
を
や

ら
ぬ
こ
と
と
申
し
わ
た
さ
れ
た
。
こ
の
変
化
も
私
を
お
ど
ろ
か
せ
る
。
昔
の
ボ
ー
イ
は
チ
ッ
プ

を
は
ず
ま
な
け
れ
ば
、
な
に
一
つ
仕
事
を
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
記
し
て
い
る
。
新
中
国
は
昔
と
は
違
い
、

確
実
に
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
一
九
五
五
年
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
に
参
加
し
た
後
の
火
野
葦
平
の
訪
中
の
う
ち
、
四
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
漢
口
、
武

昌
、
武
漢
視
察
の
様
相
を
ま
と
め
て
み
た
。
一
九
五
五
年
は
、
ま
だ
日
本
と
中
国
が
国
交
を
回
復
し
て
い
な
い
時
で
あ
り
、
火
野
の
視
察
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の
記
録
は
、
当
時
の
新
中
国
を
、
作
家
と
し
て
、
一
日
本
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
の
か
が
わ
か
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
火
野

は
、
軍
国
主
義
に
無
理
や
り
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
戦
時
中
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
絶
対
服
従
と
い
う
あ
や
ま
っ
た
考
え
を
捨
て

去
り
、
戦
後
は
、
自
身
で
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
率
直
に
正
直
に
綴
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
記
し
た
の
が
、

本
稿
で
使
用
し
た
『
中
国
旅
日
記
』
や
『
赤
い
国
の
旅
人
』
で
あ
る
。
火
野
自
身
も
、『
赤
い
国
の
旅
人
』「
こ
れ
を
書
く
間
、
私
は
た
だ

正
直
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
だ
」

（
3
）

と
記
し
て
い
る
。

火
野
ら
は
、
漢
口
で
は
、
二
七
ス
ト
の
生
き
残
り
の
老
人
二
人
に
出
会
う
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
武
昌
、
武
漢
で
は

華
中
工
科
大
学
や
武
漢
大
学
を
視
察
し
、
多
く
の
説
明
を
聞
い
て
い
た
。
新
中
国
に
批
判
的
な
面
も
赤
裸
々
に
描
い
て
い
る
が
、
大
学
の

視
察
で
は
、
国
家
が
学
生
の
就
職
を
世
話
し
、
学
費
も
無
料
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
好
意
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
ま

た
通
訳
の
蘇
琦
さ
ん
の
丁
寧
な
説
明
や
、
純
粋
さ
に
も
敬
意
を
表
し
て
い
た
。
新
中
国
の
良
さ
も
、
冷
静
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。注（

⚑
）
火
野
葦
平
「
旅
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
⑤
」（『
西
日
本
新
聞
』
一
九
五
五
年
七
月
七
日
）

（
⚒
）
例
え
ば
、
火
野
葦
平
「
妖
亀
伝
」（『
小
説
公
園
』
一
九
五
〇
年
五
月
）
他
の
作
品
で
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
批
判
を
し
て
い
る
。

（
⚓
）
火
野
葦
平
「
後
書
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
九
五
五
年
一
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）

一
九
五
五
年
火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

漢
口
か
ら
武
昌
、
武
漢
へ
（
増
田
）
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